
お問合せ

海外情報通信動向報告会を、オンラインにより、下記の日程で開催いたします。
当財団の海外事務所長、およびリサーチャーから、各国の情報通信に関する最新動向
について報告いたします。ぜひ、ご参加ください。

2024

火 水130 ・31
オンライン開催（Zoomウェビナー）

200名定員

・3,000円
（すべての報告に参加可能）
・当財団賛助会員は無料
(https://www.fmmc.or.jp/about/
memberlist.html)

参加費

お問合せ
一般財団法人
マルチメディア振興センター

総合企画本部： 宇高・三橋

E-mail fmmcb@fmmc.or.jp
TEL 03-6704-5551

お申込はこちら

https://www.fmmc.or.jp/activities/kenkyukai/kouenkai/tabid359.html

2023年度マルチメディア振興センター

海外情報通信動向報告会

1/30（火）10:00 – 11:00

プログラム（日本時間）

1/31（水）14:30 – 15:15

米国の情報通信分野最新ト
レンド
報告者
小熊 美紀
当財団
ワシントンDC事務所長

中国の情報通信分野最新ト
レンド
報告者
裘 春暉
当財団
シニア・リサーチャー

韓国の情報通信分野最新ト
レンド‐キーワードは「AI
で稼ぐ！」‐

報告者
三澤 かおり
当財団
シニア・リサーチ

 ディレクター

欧州の情報通信分野最新トレ
ンド‐ EUの規制動向‐

報告者
仲田 陽子
当財団
ブリュッセル事務所長

QRコード

1/31（水）15:15 – 16:00

1/31（水）16:00 – 17:00

https://www.fmmc.or.jp/activities/kenkyukai/kouenkai/tabid359.html


お問合せ

2023年度マルチメディア振興センター主催

海外情報通信動向報告会
講師＆テーマの紹介

テーマ
米国の情報通信分野最新トレンド
概要
バイデン政権成立から3年が経過し、インフラ投資・雇

用法や半導体・科学法に基づき、ルーラル地域のブロード
バンド拡充に向けた多額の資金投入、サプライチェーンの
保護に向けた中国製品等への対応やオープンRANの推進等
の各種施策が進められている。また、連邦議会でも大手プ
ラットフォーム規制や連邦プライバシー保護法の制定に向
けた超党派法案が提出されている。さらに、連邦通信委員
会（FCC）では3人目の民主党委員が就任し、ネット中立
性規則の復活やブロードバンドの規制強化に向けた動きも
始まっている。これら情報通信政策の現状を概観し、11月
の大統領選挙に向けた見通しについて展望するとともに、
2024年1月のCES2024の展示内容等の概要を紹介する。
報告者
小熊 美紀
当財団 ワシントンDC事務所長
略歴
2004年総務省入省。2012年米国カリフォルニア州立大学
バークレー校ロースクール修了。2013年米国ニューヨーク
大学ロースクール修了。総務省総合通信基盤局事業政策課、
情報流通行政局地域通信振興課地域情報化推進室、総合通
信基盤局消費者行政第一課、OECD政策アナリスト、総務
省情報流通行政局情報通信政策課情報通信経済室などを経
て、2023年8月より現職。

1/30（火）10:00 – 11:00 1/31（水）14:30 – 15:15

1/31（木）16:00 – 17:00

テーマ
中国の情報通信分野最新トレンド
概要
中国経済の低迷が多くのメディアで取り上げられて

いる一方、デジタルエコノミーは依然勢いよく拡大し、
2023年の規模は50兆元を突破した。5Gの整備は低周波
帯を用いたものはメインとなり、6Gに関連した研究開
発は加速し、生成A Iがブームを起こしており、それに
伴うコンピューティング網の整備が進む等々、人々の
感心を引く動きが次々と伝えられている。講演では直
近の関連動向について現地の出張報告を交えながら概
説する。
報告者
裘 春暉（きゅう しゅんき）
当財団 ICTリサーチ＆コンサルティング部
シニア・リサーチャー
略歴
1993年秋に来日。神戸大学経済経営研究所学術研究員、
旧・国際通信経済研究所情報通信研究部上級研究員などを
経て、2007年よりマルチメディア振興センターに在職。中
国を中心とする諸外国の情報通信政策・市場動向に関する
調査研究に従事。ICT分野に特化した中国語のネイティ
ブ・スピーカーとして、講演や記事寄稿等を通じて、中国
情報通信分野の最新動向をウォッチングし、日本社会に向
け発信。

テーマ
韓国の情報通信分野最新トレンド

‐キーワードは「AIで稼ぐ！」‐ 
概要
生成AIブーム以前からあらゆる分野でのAI活用を目指し

てきた取り組みとして、通信事業者が力を入れるAIビジネ
ス動向、世界初のAIデジタル教科書導入計画とEduTech、
AI活用でレベルアップしたペットTech等の事例を紹介。5G
では現在力を入れる韓国版ローカル5G、また、移動通信3社
が扱いきれずに免許を取り消された28GHz活用での新規参
入促進結果等の最新動向を解説する。2023年にはBeyond
5Gを見据えた韓国の最新次世代ネットワーク戦略も発表さ
れ、OpenRAN開発にも国が本腰を入れ始めた。日本からの
関心が高いICT政策・ビジネスの最新トレンドを厳選して紹
介する。
報告者
三澤 かおり
当財団 ICTリサーチ＆コンサルティング部
シニア・リサーチディレクター
略歴
国内外のICT分野における政策・市場動向にかかわる調査研
究に従事。特に韓国ICT分野調査を担当し、講演や記事寄稿
多数。最近では韓国の5G/6G、動画配信（OTT）サービス
とメディア市場、DX戦略、スタートアップ育成動向、携帯
電話流通ビジネス動向等について発表。

テーマ
欧州の情報通信分野最新トレンド

‐ EUの規制動向‐
概要

EUの現体制の任期満了を2024年に控える中で、EU
は情報通信・デジタル分野の規制を次々と成立させ、
執行を開始している。2023年12月に成立した世界初の
法的拘束力を有するAI規則や、同年８月から適用が開
始されたプラットフォームにオンラインの安全性確保
の義務を課すデジタルサービス法などグローバルな影
響力を有するEU規制の最新動向を概観する。
報告者
仲田 陽子
当財団 ブリュッセル事務所長
略歴
2011年総務省入省。2018年米国ペンシルバニア大学ロー
スクール修了。2019年米国コロンビア大学国際公共政策大
学院経済政策修士（PEPM）修了。総務省国際戦略局国際
協力課、総務省総合通信基盤局電気通信事業部料金サービ
ス課、個人情報保護委員会などを経て、2022年7月以降、
現職。

1/31（水）15:15 – 16:00
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